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小
堀
美
香
さ
ん
が

少
年
の
主
張
県
大
会
で
最
優
秀
賞
受
賞

　

中
学
生
が
実
体
験
か
ら
考
え
た
こ
と
を

発
表
す
る
第
30
回
少
年
の
主
張
県
大
会

で
、
小
堀
美
香
さ
ん
（
馬
頭
中
３
年
）
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
堀
さ
ん
は
大
会
で
「
４
年
前
、
故
郷

の
中
国
か
ら
親
と
と
も
に
来
日
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
や
努
力
の
中
で
、
両
国
の
違

い
に
気
づ
き
、
将
来
は
そ
の
架
け
橋
に
な

り
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
お
い
て
テ
ー
プ
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

関
東
学
童
軟
式
野
球
秋
季
大
会
県

予
選
で
準
優
勝

　

10
月
13
日
、
14
日
に
小
山
市
営
向
野
運

動
公
園
本
球
場
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
関

東
学
童
軟
式
野
球
秋
季
大
会
県
予
選
で
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
益
子
西
ク
ラ
ブ
に
６
対
４
、

２
回
戦
は
西
の
原
学
童
に
５
対
２
と
順
調

に
勝
ち
進
み
、
翌
日
の
準
決
勝
戦
は
３
対

２
で
宝
木
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
制
し
ま
し
た

が
、
東
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
と
の
決
勝
戦
で
は

投
手
の
速
球
に
力
及
ば
ず
、
３
対
８
で
敗

戦
し
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
関
東
大
会
出
場
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

岡
沙
弥
香
さ
ん
が
県
中
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会
の
砲
丸
投
げ
で
優
勝

　

第
36
回
栃
木
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技

大
会
が
10
月
13
日
、
県
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
、岡
沙
弥
香
さ
ん（
馬

頭
東
中
）
が
砲
丸
投
げ
１
年
女
子
の
部
で

９
ｍ
52
㎝
を
投
げ
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
「
県
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８
を

目
標
に
投
げ
ま
し
た
が
、
優
勝
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と

が
ん
ば
っ
て
、
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば
し
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

馬
頭
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
準
優
勝

　

10
月
19
日
、
20
日
、
県
南
体
育
館
な
ど

で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
栃
木
県
中
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
、
馬
頭
中

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。

　

試
合
は
陽
北
中
、小
山
２
中
、明
治
中
と

順
調
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
決
勝
で
対
戦

し
た
阿
久
津
中
は
身
長
１
７
６
㎝
の
大
柄

な
生
徒
を
中
心
と
し
た
強
豪
チ
ー
ム
で
、

馬
頭
中
は
ス
タ
ミ
ナ
を
武
器
に
キ
レ
の
あ

る
動
き
を
見
せ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

42
対
86
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　

部
長
の
桐
花
み
な
み
さ
ん
は
「
今
後
、

来
年
の
夏
開
催
さ
れ
る
総
合
体
育
大
会
ま

で
に
力
を
つ
け
、
今
ま
で
以
上
の
成
績
を

残
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
優
等
賞
受
賞

　

10
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
鳥
取

県
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
、
岡
崎
邦
彦
さ
ん
（
小
口
）
出

品
の
「
ひ
ら
ふ
じ
号
」
が
、
第
３
区
（
若

雌
17
ヵ
月
～
20
ヵ
月
）
の
部
で
優
等
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、

各
都
道
府
県
か
ら
の
代
表
牛
に
よ
り
、
能

力
改
良
の
成
果
が
競
わ
れ
ま
す
。
今
回
、

種
牛
と
し
て
は
南
那
須
地
区
か
ら
初
め
て

選
出
さ
れ
出
場
し
た
結
果
、
県
内
で
こ
れ

ま
で
で
最
高
位
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
く
も
関
係
者
は
、
ひ
ら
ふ
じ
号
が
優

秀
な
産
子
を
た
く
さ
ん
産
み
、
町
・
県
の

畜
産
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

　

犯
罪
の
発
生
を
抑
止
し
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
「
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
が

10
月
15
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約

１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

川
崎
町
長
は
「
自
主
的
な
防
犯
対
策
の

輪
が
町
民
運
動
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。ま

た
、
那
珂
川
警
察
署
の
木
村
署
長
は
「
町

関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
家
庭
、

学
校
、
職
域
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
に
強

い
那
珂
川
町
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

の
高
木
警
部
か
ら
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
出
席

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

健
武
小
学
校
で
稲
刈
り

　

10
月
12
日
、
健
武
小
学
校
で
児
童
44
人

と
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
15
人
に
よ
る

稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

塚
田
校
長
は
「
一
年
間
か
け
て
実
っ
た

米
で
す
。
自
分
た
ち
で
食
べ
る
も
ち
米
で

す
か
ら
、大
事
に
刈
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ

い
さ
つ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
山
田
保
美
さ

ん
か
ら
刈
り
方
の
コ
ツ
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
児
童
た
ち
は
カ
マ
を
手
に
13
株
が
１

つ
に
な
る
よ
う
、
刈
り
取
り
ま
し
た
。
3

ア
ー
ル
の
稲
は
約
30
分
で
刈
り
終
わ
り
、

自
然
乾
燥
さ
せ
、
後
日
開
催
さ
れ
る
ふ
る

さ
と
交
流
活
動
で
、
も
ち
な
ど
に
し
て
、

保
護
者
や
地
域
の
お
年
寄
り
に
振
舞
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
内
川
で
自
然
観
察
会
を
開
催

　

９
月
28
日
、
大
内
川
仲
平
橋
付
近
で
烏

山
土
木
事
務
所
主
催
の
自
然
観
察
会
が
開

催
さ
れ
、大
内
小
学
校
の
４
・
５
年
生
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
観
察
会
は
、
現
地
に
生
息
す
る

動
植
物
等
を
把
握
し
、
自
然
の
大
切
さ
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
や
増
水
時
の

川
の
危
険
性
な
ど
を
認
識
し
、
河
川
整
備

の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、網
を
片
手
に
川
に
入
り
、

流
れ
の
速
い
所
と
遅
い
所
で
の
川
底
や
住

む
生
物
の
違
い
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
長
20
セ
ン
チ
超
の
金
ブ
ナ
が

採
取
さ
れ
、
そ
の
大
き
さ
と
大
内
川
の
豊

か
な
自
然
環
境
に
児
童
た
ち
は
驚
嘆
の
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。


